
令和３年度第1回 総合教育会議

美里町の学力について

美里町教育委員会

指導主事 神部 太輔

令和３年１月２７日（木）



1. 今年度の美里町の学
力調査結果について



1.(1) R３ 全国学力・
学習状況調査結果



調査の目的

•義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観
点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把
握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改
善を図る。
•学校における児童生徒への教育指導の充実や学
習状況の改善等に役立てる。
•そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検
証改善サイクルを確立する。
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1.(2) 課題の見られた問題



小学校6年算数１（３）変化と関係



中学校３年 国語２（１）読むこと



1.(3) 課題に向けての対策



・全学校で実施

新聞記事を活用し、読む力の強化

・連携会議で共有







R３ 埼玉県学力・
学習状況調査

(英語)
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英検対策講座 学年別
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1.(4) 英語検定合格者



英検3級以上の合格

2級 1人

準2級 9人

3級 15人
令和3年12月31日 現在



松久小

「ＧＩＧＡスクール構想を推進
するための研究」

・「ＩＣＴを学びの支援ツール」
として扱う



東児玉小
「児童の意欲を高める

算数科指導のあり方」
～主体的・対話的で深い学びの視
点を生かして～

・具体物やＩＣＴを活用する



大沢小

「相手のことを思いやり、
よりよく生きようとする児童の
育成」

～気持ちや考えを伝え合う活動を
とおして～

・人権感覚育成のための視点を明記
した授業実践



美里中

「自らの考えをアウトプットで
きる生徒の育成」

～既習事項を活かし表現する教育
活動の工夫～

・「主体的・対話的で深い学び」
ができるグループ学習を目指す
・巡回相談を活用して教師の指導
力の向上を目指す



2. R3 ＱＵ結果



Q-Uとは？

Questionnaire Utilities
（質問紙） （活用する）

楽しい学校生活を
送るためのアンケート
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非承認群の特性

1 非承認群は勉強が苦手

２ 行動が遅い

３ 自分に自信がない

小さな頑張りをほめる



今年度(R３)の予定

 ５ 月 各校 Q-U実施(1回目)

 １２月 各校 Q-U実施(2回目）

 １月 各小学校 ＣＲＴ検査実施

 中学校 実力テスト実施



包み込むようなサポート


